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学びを耕す授業をデザインする

7年 生秋 の題材 「日本の伝統 音楽 に親 しもう!～ 声 による表現 を探る ～」(「日本の伝統音楽1」)

柳 博恵
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「日本 の伝統音楽」って何?日 本 の音楽の歴史を紐解

き,音 楽文化 について理解 を深め る。鑑賞 を通 して,

我 が国の伝統音楽の声の特徴 を捉 え,曲 種に応 じた発炉

謹 声 との関わ りを理解す る とともに,声 の音色や響 き及
罐 び言葉の特性 な どに着 目し,協 働 で声 による表現 を探

　

睾ってい く。音楽科の学びを通 して,ク ラス全員 が授業

昏
1に 参加 し,共 に創 る授業 とな る よ うデ ザイ ン してい

く。

1.学 びの構想

学びのつながりのあるカリキュラムをデザインする

音楽科教 育で培 われ た音楽 を愛好す る心情

や音楽 に対す る感性 は,自 分 の人生 を幸せ に

す るこ とだけに とどま らず,社 会 の幸せづ く

りに貢献 してい くこ とのでき る人材 の育成 に

大きな役割を果 たす ものである。

そのよ うな 「生活や社会 の中の音や音楽,音

楽文化 と豊かに関わる資質 ・能力」を育成す る

音楽科 の学 び を構成す る上 で,9年 間を見通

し,表 現及 び鑑 賞 の幅広 い活動 を多彩 に展 開

で きるよ う,題 材 を配列す る工夫が重要 と考

えてきた。

具体的 には,次 のよ うなカ リキュラムの柱

を立て,1年 間の学習 のつ なが りが分 か るよ

うに配列 してい る。 下記 に示す 春 ・夏 ・秋 ・

冬の大 きな区切 りの中,9年 間で36の 題材 が

有機 的 に絡 み合い,学 び がスパ イ ラル に繰 り

上が ってい くよ うに,そ れ ぞれ の題 材 を位置

づけている。

春:音 楽 を総合的に理解 し,構 築す る題材

(4月 ～6月)

夏:合 唱 を中心 に表現力 を高める題材

(7月 ～9月)

秋:多 様な音楽 に触れ音楽観 を広 げる題材

(10.月～12.月)

冬:学 年 オ リジナルの音 楽づ く りを通 して,

音楽を創造する楽 しさを味わ う題材

(1月 ～3月)

こ うした題材 の連続性 と発展性 を意 図 した

学習展 開を図 るこ とで質 の高い学びが実現 さ

れ,子 どもの知覚 ・感受す るカ,思 考 ・判 断

す るカ,表 現す るカ,聴 き取 るカな どが確 実

に伸び る と考 える。

7年 生秋 の題材 となる本題材 では,我 が国

の伝 統音楽 に触 れ,そ の よさを味わ うきっか

けとなることが大切である と考え,「 日本の伝

統音楽」の特徴を感 じ取 り,声 による表現 を工

夫 しなが ら,音 楽観 を広 げた り,深 めた りす

るこ とを大 きなね らい としてい る。 日本 の音

楽 に対す る感性 を豊か に し,我 が国 の伝統音

楽の よ さを大切 に して い こ うとす る気持 ちへ

とっ なが ることを期待す る。

生涯にわたって「音 楽文化」に親しむ協働探究をデ

ザインする

社 会 の国際化 が進む今 日,我 が国 の音楽 文

化 に愛着 を もち,そ のよ さや美 しさを感 じて

理解 す る とともに,諸 外 国の音 楽文化 を尊重

す る態度 を養 うこ とは,音 楽 文化 につい ての

理 解 を深 め る上 で 重 要 な課題 で あ る。 そ こ

で,我 が国や郷 土の伝統音楽 について理解 を

深 め,各 ジャ ンルの音楽 の共通 点や相違 点に

気 づ くこ とに よって,音 楽 的な見方 ・考 え方

を働 かせ て,音 楽文化 につ いての理解 を一層

深 めるこ とにつ なげられ るよ うにす る。

本題材では,「 日本の伝統音楽」の声の特徴

と言葉 の特性(抑 揚)に 焦 点を 当て,声 明 ・

能 ・狂言 ・長 唄 ・民謡 の5つ のジ ャンル につ
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いて探究活動 を行 う。 「日本の声 ・自分の声」

に 向き合 い,対 話 しなが ら認識 を深 め られ る

よ う,個 か らグルー プへ,そ して クラス全 体

へ と様 々な探 究の場や コ ミュニテ ィを設 定す

る。学び が明確 になるよ うに声 に着 目す るこ

とで,実 際に歌 った り,比 較聴 取 を取 り入れ

た りしなが ら,声 質や歌 い方 の特徴 を探 り,

各 自が気づ いた特徴 を仲 間 と共有 し合い,音

楽の背景 にあ る風土や文化 ・歴 史 を理解す る

こ とで,音 楽の捉 え方や表現 が深 まってい く

ので ある。 学校 で の音楽 の学 びが,子 どもた

ちの人生 において意 味のあ る存在 として実感

で きるよ う,生 涯 にわたって生活や社会 の 中

で生かす ことのできるカを育みたい。

H.学 びのストーリー

1.長 く歌 い継 がれてきた 「日本 の歌 」の特徴 を

探ろう!(第1時 ～2時)

日本の音楽の特徴って何?(第1時)

夏 の題材 で合唱表現 に取 り組 んだ子 どもた

ち。10月 になる と,授 業の始 ま りに行 う 「カ

デ ンツ」の声出 しも,声 量が出て きて,音 程が

確 実 な時は豊かな響 きを感 じなが らで き るよ

うになってきた。美 しい響 きの時 に,「 今 の

声,ど んな声?」 と問 うと,「 ふるえている～」

とビブ ラー トを わ ざ とつ けて 歌 っ て表 現す

る。

発声 の時に出 した 自分 の声 の特徴 を掴 んで

か ら,「 日本 で長 く歌 い継 が れ て い る歌 っ

て?」 の問いかけに 「君が代」 「校歌」 「ふ る

さと」 「赤 とんぼ」な どの反応 があった。

教 師:そ れ で は,今 あ が った 曲 の 中 で 「赤 と ん ぼ 」

を聴 い て くだ さい 。

(「 赤 と ん ぼ 」 を聴 く)

大 賀:高 い声 。

美 佳:落 ち着 い た 声 で,子 守 歌 の よ う。

教 師:声 の 特 徴 を つ か ん だ の ね 。で は,「 赤 とん ぼ 」

は い つ,ど こ で 生 ま れ た 曲?

生 徒:1921(大 正10)年,兵 庫 県,作 詞 は 三 木 露 風,

作 曲 は 山 田 耕 搾 で す 。

楽 曲にっいて,歴 史的背景や歌詞の意味,曲

の特徴や この 曲を歌 う時には どん な声 がふ さ

わ しいかも確認 した。

教 師:次 に,こ の 曲 を 聴 い て くだ さ い 。

(「Automatic」 宇 多 田 ヒ カル を 聴 く)

孝 弘:聴 い た こ とな い!

博 嗣:何 を言 って る か 分 か らな い で す 。

孝 弘:古 い!バ ブル?50代 の お じ さん が 聴 い て い そ

う,ダ サ い 。

教 師:も う一 度 聴 い て み て 。 プ リ ン トに 書 か れ て い

る 平 仮 名 の 歌 詞 を 見 な が ら,歌 い 方 で 区 切 れ

て い る と こ ろ に 印 を入 れ て み よ う。

(rAutomatic」 を聴 く)

「な な か い め の べ る で じゅ わ き を とっ た きみ 」

孝 弘:変 な と こ ろで 切 れ て い る な あ 。

恒 星:文 節 の 切 り方 と 違 う

教 師:そ うか 。 気 づ き が あ っ た ね 。 で は,次 は この

曲 。

(「 夏 の 思 い 出 」 を 聴 く)

「な っ が くれ ば お も い だ す 」

理 彩:こ と ば と ブ レス が 一 致 して い る

教 師:こ と ば の ま と ま りね 。 フ レー ズ っ て い うん だ

け ど,「 夏 の 思 い 出 」 は フ レー ズ の ま と ま り

が 感 じ られ た の ね 。

「Automatic」 「夏 の 思 い 出」 「赤 とん ぼ」 の

平 仮 名 のみ の 歌詞 カ ー ドに ブ レス の 場 所 を記

入 した。

日本 の歌 に は 言 葉 の抑 揚 と旋 律 との結 び つ

きや,言 葉 の ま とま り とフ レー ジ ング の一 致 が

あ る こ とに気 付 い た。

教 師:他 に 気 づ い た こ と あ る?

伸 輔:ゆ っ く り して い る

教 師:速 度 の こ とね 。

光 彦:昭 和 っ ぽ い

教 師:何 で?

光 彦:テ ン ポ は 遅 い し,古 くさ い 。

教 師:長 く歌 い 継 が れ て い る 曲 よ 。

孝 弘:文 科 省 の 人 が,や る よ うに 言 っ て い るか ら。

教 師:何 で そ の よ う に 言 う と思 う?

由里:日 本 の ふ る さ と の 良 さ を 知 っ て ほ しい 。

博 嗣:昔 を懐 か し く思 い 出 して ほ しい

教 師:長 く歌 い継 が れ て い る,日 本 の 歌 の 特 徴 は,

他 に あ りま す か?

「覚 えやすい」 「リズムが一定」 「みんなが

歌える」 「曲が短い」 「七五調?」 「歌詞が深

くて 日本語 を大切 に している」 「長い音 が続

く」 「春夏秋冬(四 季)を 感 じることができる」

「情景 が思い浮 かぶ 曲になってい る」 「歳 をと

って も歌 える」な ど感 じ取った特徴を次々 に発

表す る中,孝 弘は 「面 白くない,っ ま らない,

だ さい」 と大きな声で発言 した。
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クラスの場の空気 が凍った。 「えっ!?」 「その

発言 ってあ り?」 の ところで1時 間 目は終了 し

た。

例年,こ の時期 に この題 材 を実施 してい る

が,今 回の孝 弘のよ うな発言は初 めてである。

これ までは 「古 くさいな」と思いつつ も,特 徴

を必死 に探す 姿や これ か ら自分 た ちが受 け継

いでい こ うとい う雰 囲気 が当然 の よ うにあっ

た。授業者は動揺 した。全体発言で この言葉 を

出す?と あま りにも正直す ぎ る発 言が でき る

孝 弘を受 け入れ るのに必死だ った。教室の空気

が止 まった感 があった。しか しなが ら,こ の孝

弘の発言 をきっか けに本人 もクラスの仲 間 も

「我 が国の伝統音楽」について向き合 うこ とと

なってい く。

我が国の伝統音楽の特徴って何?(第2時)

伝統音楽 とい えば…歌舞伎,越 天楽,民 謡,

今 なお大切に されてい る,テ ンポが遅 いなど意

見が出た。声につ いては喋る声,歌 う声 の特徴

を分析 した。伝統音楽 については知識 が少 ない

か ら知 ろ うとす る前 向きな生徒 が ほ とん どの

中,つ ま らない音楽 と拒否反応 の見 られ る生徒

もいた。

そ こで,声 に着 目して,自 分 の声は どんな声

かを分析す る。声 を見つ め直す,捉 え直す。声

を出す→ どんな声 か確認す る→声質 を分析 ・分

類す る といった活動は,隣 の席 の子 とグループ

の仲 間 とクラス全体で共有で きた。

自分 の声 を仲間 に聴 いて もらい,「 イ ケ ヴ

ォ」 「甲高い声」 「低 くて太 い声」な ど客観 的

に捉 えることができた。

クラス全員 が,長 く受け継 がれてきた伝統音

楽にっいて知識 を習得 し,身 近 な声 とっ なが り

をもつ こ とで,少 しでも関わ りやす くす る方法

を取 り入れた。

1響 轟 魅,・
翻維 鋤耽

卍弾・膚 野 ㌦"

我が国の伝統音楽の特徴を全体共有
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(2)日 本 の伝 統 音 楽 ～声 の特徴 を探 ろう!～

「民 謡 」の音楽 の特徴 って何?(第3時)

前 時 で子 どもた ちか ら上 が っ た伝統 音 楽 の ジ

ャンル のひ とつ 「民謡 」の 「ソー ラ ン節 」はいつ

・どこで ・なぜ 生 まれ たの か ・誰 が ・どんな声で

うた うのか な ど視 点 を もって聴 いた。

教 師:ソ ー ラ ン節 と い え ば?

み ん な:漁 師,網,海,掛 け声

教 師:こ の う た は いつ,ど こ で,な ぜ 生 ま れ た の か?

光 彦:江 戸 ～ 昭 和 初 期 。

大 賀:北 海 道 。

聖 真:ニ シ ン漁 が 盛 ん だ った か ら。

教 師:誰 が,ど ん な 声 で うた うの か な?

孝 弘:伊 藤 多喜 雄

み ん な:???

光 彦:教 科 書 に 書 い て あ るや つ 。

結 衣:漁 師 が 力 強 い声 で,男 の 声 で う た って い る 。

孝弘は,教 科書にある民謡 「ソーラン節 」の

ペ ージを見つ けて,目 に入 った情報を得意気に

発表 した。彼 の細かい教科書の読み取 りは,ク

ラスの仲間に もよい影響 となった。クラス全体

で,「 民謡」について考 え,探 ろ うとす る雰囲

気 が高 まった。

教師:ど んな楽器が入 っている?

由里:前 奏は三味線。

教師:一 緒にうたってみよう!

CDに 合 わせ て,一 緒 に うた うこ とで,「 ハ

イハ イ ・ハ ァ ドッコイ シ ョ」の嚥 子 こ とばの 張

りの あ る力 強 い声 に関 心 を もっ た。 この あ と,

グル ー プ で 「ソー ラ ン節 」の音 の抑 揚 や 特徴 を

声 に 出 しな が ら,マ ー カー で 記入 した 。

教師:な んで楽譜ってないのかな?

孝弘:楽 譜なんていらない

光彦:歌 えないから

由里:リ ズムが一定ではないか ら

聖真:歌 う人によってバラバラだか ら

教師:ど うや って歌い継がれている?

光彦:継 承。

由里:師 匠か ら弟子に語 り継がれている。

教師:口 伝(く でん)っ て言 うのよ。

も う一度CDを 聴 きなが ら真似 を して うた

ってみた。のびのある,力 強い声であるこ とを
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再確認 した。CD女 声版 は,「 耳がキンキンす

る,声 が高すぎ る,女 の人のほ うが合 ってい る

感 じもす る」な どの感想 があ り,伸 ばす音の声

が震 えてい ることをコブシで あると理解 した。

授業 に取 り組む様子が少 し変化 してきた。逸

脱す るこ ともあるが,孝 弘,央 介,光 彦,太 郎

は じめ,音 楽の授業 に関す る発 言が増 えて き

た。

2.言 葉の抑揚と声の特徴を感じ取り,表 現を工夫

しよう(第4時 ～5時)

民謡にふさわしい声や音楽の特性を生かしてうたお

う(第4時)

教 師:「 ソー ラ ン節 」っ て 何 をす る と き に うた うの?

聖 真:漁 で 網 を 引 く と きに う た う。

教 師:な ぜ こ の 曲 が で き あが っ た の か な?

恒 星:ふ る さ との 良 さを 知 っ て ほ しい 。

里 沙:昔 を懐 か し く思 い 出 した い 。

教 師:ど ん な 声 で う た った ら よ い か な?

由 里:力 強 い 声 。

孝 弘:お っ さ ん み た い な 声 。

光 彦:甲 高 い 声(女 の 人 の 声)。

教 師:な ん で 楽 譜 っ て な いの か な?

由 里:漁 の リズ ム に合 わ せ て う って い た 。

聖 真:毎 回,ア ド リブ で う たわ れ て い る 。

由 良:師 弟 関 係 で 師 か ら 弟 子 へ 受 け 継 が れ て い っ た 。

各 自,ワ ー クシー トに 「①民謡 はどんな声で

歌われ てい るだ ろ う②民謡 らしく歌 う発声 は

なんだろ う」にっいて考 え,ま とめた。

「①力強い声,野 太い声,甲 高い声②お腹か

ら息を出す,喉 を しめている,ビ ブラー トみた

いなのがかかってい る,こ ぶ しをきかせ る」な

どの意見 を共有 した。民謡 らしくうた うための

発 声や身体の使 い方 を感得た。実際に声 を出し

なが ら,音 の高 さ・長 さ・コブシを確認 できた。

次に,「 ソー ラン節」のDVDを 鑑 賞 し,う

たい方 を確認 した。立ち方や姿勢な ど,要 点 を

掴 んだ。楽器 については,三 味線 ・尺八 も確認

できた。

孝弘は ワー クシー トに 《オ リジナル伝授法》

について 「① 歌詞 を覚える②頑 張って うた う

民謡 らしく腹 か ら力強 く声 を出す」と書 き,言

葉 の抑揚 も矢印で書き,声 の出 し方のコブシは

手の拳 の絵を描 いて自分 な りにま とめた。彼 自

身の授業 に向か う方向性 が,仲 間に伝 わ り,授

業か ら脱線す ることはあるが,協 働 で学びが展

開 されてい くことを実感で きる場面が増 えて

きた。

声 の音色や リズム(問),旋 律(節 回 し)な

ど声 に出 しなが ら知覚 し,そ れ らが生み 出す特

質や雰 囲気を感受 しなが ら,民 謡にふ さわ しい

声を追究 してい く姿が見 られた。

オリジナル伝 授法 を考 えよう(第5時)

前時の個人 ワー クシー トを生か して,グ ループ

で旋律(節 回 し)・ リズム ・コブシな どわか り

やす く伝 える譜面 を作成 した。

教師:教 科書P46の オ レンジの線を見てみよう

孝弘:音 程がわかる

教師:す ごい!気 づきがすばらしい!他 には?

由里:息 の吸 うタイ ミングが分かる

教師:五 線譜ではないけど,見 れば理解できるよね。

このあ と,の ばす ・休む→音の長 さ,上 が る

・下がる→音の高 さ,こ ぶ し→歌い方 な ど図形

楽譜 のよ うである と気づ き,春 の題材 で学んだ

「音 と音楽」でオ リジナル 図形楽譜を作 った こ

とを思い 出した。

教師:グ ルー プで工夫し合って,自 分たちでオ リジ

ナル楽譜 を作 りま しょう。

聖真:教 科書の楽譜を写 してもいいですか?

教師:写 経はダメです。

CDの 声を真似 して歌いなが ら,表 現の工夫 さ

れ ている ところを聴 き取 り,ど の よ うに書いて

い くと良いか各 グループで話 し合 った。

・口 の 開 け 方 を 図 式 化 ,

で 書 く

うた う姿勢の絵をか く,言 葉
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それ以外に

・上が り下が りを線で表す

・こぶ しのところやビブラー トがかかっているカ所 に

は波線が書かれている

(こぶ し…ロ ビブラー ト…△ な どの書き方 も)

・音の強弱はクレッシェン ド,デ クレッシェン ドの記

号で表 している

・歌い方が強い部分やアクセン トが置かれているとこ

ろには青色で丸を付けていた

・言葉の区切 りで線を入れていた

・その他必要なところは形容詞で補足 していた

・必要なところにはイラス トを描いていた(姿 勢など)

この題材で は,グ ループ活動 が多い。そ こで,

今 回はクラスの実態か ら,音 楽委員,生 徒委員,

教員 で音楽のグループメンバーを構成 した。子

どもたちが作ってきた構成 は,す ば らしく良 く

考え られていた。核 となる存在の子 どもに,授

業か ら脱線 しそ うな子 どもを上手 に組み合 わ

せ てあった。音楽委員たちが,み んなのことを

考えて作 ったグループであることを告 げると,

誰 も大 き く反対す ることはなく,い い意味での

刺激 があ り,学 び がクラス全体で深 まった り,

広が った りしてい くこ とを可能 に した と捉 え

ている。

プロから声の特徴や歴史を学ぼう(第6時)

授業前半は,各 グループのオ リジナル伝授 法

を発表 した。 【発表】(生 徒の感想 も含 む)

7班 の楽譜

1班 歌が うまかった 迫

力があった

おっさんみたいな声

2班 説明の仕方がよかっ

た

姿勢などをイ ラス ト

で示 していた

3班 音程 と高 さを,線 を

引 くことで分か り

やす くしていた

4班 波 を線で階段 のよ

うに表 していた

5班 歌 う と き に少 しス ウ ィ ン グ して い た

6班 「に しん き た か と」 の 「に 」 と 「き 」 → 言

葉 の 頭 を 強 調 して い た

8班 の楽譜

7班 リズムの強拍 を表 していた 唯一,裏 拍子を取

り入れながら歌っていた

8班 記号をたくさん用い,項 目ごとに分 けて分か り

やすくしていた

(強調するところ,上 がった り下がった りす ると

ころ,軽 く切 るところ,上 に向かってい くとこ

ろ,母 音が強調 されているところ な ど)

教師:ど の班の楽譜がいい?

孝弘:俺 らの班に決まっているやろ。

教師:確 かに。7班 のコブシなど特徴捉えて,わ か

りやすいね。

子 どもたちは,ゲ ス トティーチ ャーの吉長先

生か らの講評 を真剣に聞いていた。他者か らの

価値 付 けは彼 らに とって評価 され る とて も大

事な ことである と感 じてい るか らだ と思った。

さらなる学びへっ なが るこ とを確認で きた。

雅楽 「越天楽」を聴いて,楽 器 の名前,譜 面

の ことを学んだ。

(GTの 説明)

楽器を演奏するために音を言葉にする必要があり,

「チラロや トラロ」などカタカナの楽譜が出回った。

中国から入ってきた時は音 しかないか ら,日 本人が知

っている音に変えた。(1200年 前)師 匠から教わった

ら自分で楽譜を作 らないといけない。渡来人によって

大陸から(仏 教など,奈 良時代)日 本にだけ残ってい

る→朝鮮や 中国には今は残っていないのはなぜ だろ

う?→ 戦争が関係 しているん じゃないか(中 国などで

は国が変わる,前 の文化はすべて消滅させて しまう)

GTと 一緒に,箏 簗 の唱歌(し ょうが)を う

たい,均 等 な リズムでない ことを体験 して分か

った。声 に出 した り,手 で拍子 を取った りして

実感 できた。 「問」が とて も重要で間抜 けの話

に子 どもたちはひ どく感心 していた。

UnitedGraduateSchoolforProfessionalDevelopmentofTeachers163



福井大学大学院 福井大学 ・奈良女子大学 ・岐阜聖徳学園大学 連合教職開発研究科

GTか ら講評と説明を受ける

各ジャンルの声の特徴 ・歴史を学ぼう(第7時)

民謡 と口唱歌の特徴 を振 り返 り,旋 律 と声の

特徴,時 代背景を再確認 した。日本 の音楽で も

っ とも古い 「声明」を聴 き,お 経の よ うで,音

が一定であることをクラス全体で把握 した。

声の特徴 と言葉 の特性(抑 揚)を 掴みやす く

す るために,同 じ詞 「かえでいろつ くや まのあ

さは」 を うたったものを比較聴 取 した。

教 師:「 民 謡 」 の 声 の 特 徴 っ て?

博 嗣:音 程 は 高 い で す 。

教 師:息 つ ぎ は ど う な って い る か な?

光 彦:「 か え で 」 と 「い ろつ く」の 間 に 微 妙 な 「間 」

が あ る 。

教 師:声 は ど ん な 感 じ?

孝 弘:ふ る え て い る感 じ。

5っ の ジ ャ ンル(声 明 ・能 ・狂言 ・長 唄 ・民

謡)の 声 を じっ く り聴 いて,特 徴 を掴 み,言 葉

や 図 で表 現 で き た。

rこ湖 サ 戦

㍗L払 一㌔夢1

晦

調吟 、}.ノ

グル ー プ で感 じ取 っ た こ と を 共 有 す る

言葉の抑揚と声の特徴を感じ取り,表現を工夫しよ

う(第8時 ～9時)

グループご とに,各 ジャンル の声を特徴づけ

る様 々な要素や要 因についてま とめ,定 義付 け

を行 った。

1

2

3

4

5

声明→声が低い 音程が一定

能→はきはきとしゃべっている

狂言→はっき りしている め りは りがある ふつ

うにしゃべっている感 じ

長唄→つなが りがある 鼻 と口の問で歌っている

ような感 じ

民謡→高い声 張 りがある声 コブシ

声の音色や旋律 な どに着 目して,各 ジャンル

らしくうた うには,ど の よ うに した らよいか表

現追究 を した。 「民謡」との比較,他 のグルー

プ との比較をす ることで,何 を学んでい るか明

確 になった。

仲 間 の ジ ャ ンル の 特 徴 を 知 り,再 構 成 しよ う

(第10時 ～11時)

発表 を行い,自 分た ち と仲 間 との作品 を比較 聴

取 した り,実 際 に声 を出 した りして,特 徴 を感 じ

取 った。発表 を受 け,自 分 た ちが探 究 して い るジ

ャンル の声 の特 徴 を表 した表 現 にな って い るか

を再確認 し,表 現 を さらに追究 してい った。

音楽集 会 に向 けて,ク ラス代表 を決 定 した。2

つの グル ープ には クラス全 体 で課題 を共 有 し,み

んな で よ りよい表 現 とな るよ う,意 見や 感想 を活

発 に交換 で きた。

これまでの学習を振り返ろう(第12時)

1月 に行 われた全校音楽集会(5年 ～9年 参

加)で は,各 学年の演奏 を聴 いて,系 統的な 自

らの学びのプ ロセスや表現方法を振 り返 り,次

への学びへ とつないでい くことがで きる機会

となった。自分 たちの演奏 を披露 し,先 輩か ら

講評 をも らった り,先 輩の発表 を聴いて,あ こ

がれや感動を抱 くとともに,自 分の未来の姿を

想像 した りす る ことができた よ うである。
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7年 生 の発表について,先 輩た ちは 自分の時

と比べ て感想 を言 える学び のサイ クル になっ

ているこ とに,子 どもたちは感 じ取 り,よ り質

の高いものを 目指す よ うになってい く。

皿.省 察

(1)探 究のプロセスを問い直す

聴く・うたう活動における学びの深まりを生み 出すた

めに
"音 楽

って何?""音 と音楽の違い は?"そ

んな疑 問か ら音楽 の探究 が始 ま った子 どもた

ち。 本題材では,学 びをつな ぐことを意識 し,

生涯 にわたって音楽文化 に親 しむ態度 を育む

こ とに重 点を置いた。我 が国の伝 統音楽 とし

て,声 明 ・能 ・狂言 ・長唄 ・民謡の5つ のジャ

ンル について探究活動を行 った。声の特徴 と言

葉 の特性(抑 揚)を 掴みやす くす るために,同

じ詞("か えでいろつ く や まのあ さは")を

うたったものを比較聴 取 した。鑑 賞活動(比 較

聴 取)に おいて,音 楽 を形づ くっている要素や

構 造 と曲想 とのかかわ りを感 じ取って聴 き,言

葉 で説 明す るな どして音楽 の よさや美 しさを

味わ う能力,音 楽 の特徴 を文化 ・歴 史や他の芸

術 と関連付けて鑑賞す る能力,我 が国の音楽の

特徴か ら音 楽の多様性 を感 じ取 り鑑賞す る能

力を育ててい くこ とをね らい とす した。

「いっ ・どこで ・なぜ生まれたのか ・誰 が ・

どんな声で歌 うのか」の視点 か ら,歴 史 を紐解

き,音 楽文化 につ いて理解 を深 める。そ して,

改めて 自分の声の特徴 を捉 え直す ことで,声 を

軸 に した学 びの連続性 と系統性 を実感 させ る

ことができた。

音楽 に対す る感性 を働 かせ,音 や音楽 を音楽

をつ くってい る要素 とその働 きの視点で捉 え,

自 己のイメージや感情,生 活や社会,伝 統や

文化 な どと関連付 ける音楽的 な見方 ・考 え方 を

これ か らも大切 に していきたい。これ らを学ぶ

こ とで,音 楽の意味や価値 について深 く理解

し,音 楽 を現在や未来 の生活 において実践的に

活用す る ことがで きる力 を獲得 で きる ことを

期待す る。

感動の共有から音楽文化を支える協働探究が 始

まる

本校 には 「学年 を超 えての学びが子 どもの 中

教師教育研究 第12巻

で響 き合い,相 乗効果 となって受 け継 がれてい

く」 学校文化があ る。そ こで,見 通 しをもっ

て主体的 に取 り組 めるように,音 楽委員が 中心

となって,授 業をデザインす る。個人探究か ら

始 ま り,グ ループや学級,学 年や全校 とコ ミュ

ニテ ィの規模 を変 えなが ら,個 の学びを広げ深

めてい く。

また,同 じ時期に同 じ内容(秋:多 様 な音楽

の探究)で 取 り組 む題材 が各 学年で展 開 され

る。全 校音楽集会は,学 び の集大成 の場で も

あ る。 その よ うな音楽集会での学習成果の発

表 は,学 年を超 えた学び合いの契機 とな る。

音楽 のよさや楽 しさを感 じる と共に,思 いや意

図 を持 って表 現 した り味 わって聴 いた りす る

カ を育成す ることをめ ざしたい。

(2)本 題材のカリキュラムの位置づけ

本校音楽科で は,春:音 楽 を総合的に理解 し

構築す る題材,夏:合 唱を中心 に表現力 を高め

る題材,秋:多 様 な音楽に触れ音楽観 をひ ろげ

る題材,冬:学 年オ リジナル の音楽づ くりを通

して感動 を共有す る題材,と い うよ うに9年 間

で設定 してお り,そ れ らが有機 的に絡み合 い,

学び が螺旋状 に繰 り上 がってい くよ うにそれ

ぞれ の題材が位置づ けられてい る。

「協働探究」の今回の実践 を振 り返 ってみた

ときに"聴 くこ と"と"こ だわって表現す るこ

と"を 子 どもた ち 自らが学 んでい く姿 が見 ら

れ,こ れ か らの3年 間の学び の基盤 となる意識

の形成 につながった と実感 している。 しか し,
"素 直 に感 じた ことを表現す る"と い う視点か

らみた時 に,本 実践 の結果 か らもわかるよ うに

問題 は残 っている。子 どもた ちの"恥 ずか しい
"と い う感情 を払拭で きるような題材 の扱いや

授業 そのものの展開 ・支援 を考 えてい く必要が

あ ることを実感 した。

(3)子 どもの協働的な学習の場がある授業とは

このクラスは,個 性的な子 どもたちがた くさ

んお り,一 斉指導 の難 しさや授業その ものが成

り立たず大変 さを感 じていた。後期 に入 り,授

業始 めのカデ ンツ発声は,音 楽委員 が指揮 とピ

ア ノの音取 りで,仲 間 をリー ドして,子 どもた

ちで授業 に向か う雰 囲気 を創 り出す よ うにな

り,少 しずつではあるが学ぶ姿 に変容 が見 られ
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るよ うになった。これまでは,教 師 と一人の子

どもの空 間で成立す る場面 が多か った ク ラス

である。仲間 と創 る一協働 の学びを実践 し,学

びの方 向性が少 し見 えてきた。

「カデ ンツ」後 の音楽委員 のひ とこと感想 も

声の大 き さや パー トのバ ラ ンスな ど的確 に伝

えることができ,そ れ を聞 こ うとす る姿 が見 ら

れ るようになった。

声を出す ことに抵抗 がな く,互 いに感 じた こ

とや思 った こ とを伝 え合 え る教 室空 間 となっ

た ことが素直に嬉 しい。

この実態を踏 まえ,音 楽科 として授業 をデザ

イ ンす る時に大切 に していることがある。教科

の もつ特性上,音 楽教育は次の2つ 領域 の活動

か ら成 り立っている。

○個 ・グルー プ ・学級集団 ・学年集 団な どさま

ざまな学習形態の中で,仲 間 との意見交換か

ら感 じたこ とを深 め,思 考 を重ねなが ら,一

つの作品を創 り上げてい く表現(歌 ・器楽 ・

創 作)活 動

○音や音楽に対す るお互いの感 じ方(感 受)や

考 え方(思 考)を 交流 し合 う中で,自 己の感

性 を深 め,視 野を広 げてい く鑑賞活動

日々の授業の大半は"仲 間 と活動を共有す る
" 一斉学習の場面が主 となる。 しか し,こ れ ら

の活動すべてが,"子 どもの協働 的な学習の場

がある授業"と は言えない。なぜな ら 「仲間 と

合唱 していて楽 しかった」とか,「 仲 間 とこん

な作品を創 った,聴 いた」といった"表 面的な

時間 と場の共有活動"を 協働 的な学習活動 とは

言い難 いか らである。

主体 的 ・創 造的なかかわ りを生み出 し,仲 間

と共 に感 じ方 や音楽表現 に変容 と深 ま りを感

じ取れ る活動 こそが学びの質 を高める"協 働 的

な学習 の場がある授業"で ある と考える。その

ために,教 師は子 どもにどのよ うなカをつ ける

か とい った理念 を明確 に もち,子 ども 自身 が

「何 を感 じて」 「何がわか り」 「何ができた」

を実感 でき る授 業 を構想す る こ とが基盤 とな

る。子 ども 自身の学びの経験 が生 きてはた らく

音楽活動 にいかなる活動場面で も,子 ども一人
一人 が感受 した り思考 した りした こ とを仲 間

と共有す る時間 と場 をい かに有 意義 なものに

設 定す るか(仕 組むか)重 要である。そ うした

授業 を教師が設計す ることで,子 どもが 目的意

識 を もって参加す る"協 働 的な学習の場が ある

授業"が 創造 できると考 える。

(4)協 働 的な学習の場がある授業をつくる手立て

① 自主的活動体制 をつ くる

自主的 ・協働 的な活動がで きることは,仲 間

の 自信 と団結 を生み出 し,次 の活動への意欲 に

つながる。

②聴 くこ との重視

仲 間の発言や声 ・音に耳を澄ます ことは,音

や 音楽 は もち ろん仲 間の捉 え方 や価値観 を評

価 ・判断す る耳を伸長する と考 える。教師の発

言や鑑賞作品を聴 くときも,"聴 か されてい る
""聴 いている"活 動 か ら目的意識を も

って"

聴 く"聴 き方ができるよ うになる。こ うした 「聴

く経験 の累積」 を重ね,「 聴 き方 の学び合い」

ができる場面設定へ と高めてい く。一人一人の

感 じたこ と,発 見 した こと,描 いたイメージな

どを交流す る 「聴 き方の学び合い」の場 を設 定

す ることで,お 互い を受け入れ,共 感 した り討

論 した りでき る開かれた集団づ く りをめざす。

7年 生秋の題材では,音 楽科のね らい に沿っ

て,こ のよ うな学びが定着す るよ うにデザイ ン

す ることが重要 であると実践 を通 して,強 く実

感 した。
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